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2007
国民平和
大行進

ＢＯＯＫオン
（本の

紹介）

◦７月25日（水）　2007夏季闘争公務労組
連絡会第２次中央行動

◦７月29日（日）　参議院選挙投票日
◦８月４日（土）～５日（日）　自治労連現

業労働学校（愛知県犬山市）
◦８月４日（土）～６日（月）　2007年原水

爆禁止世界大会・広島大会
◦８月７日（火）～９日（木）　2007年原水

爆禁止世界大会・長崎大会
◦８月８日（水）　自治体労働者平和のつ

どい（長崎市）
◦８月11日（土）　大阪自治労連バレーボ

ール大会（堺市大浜体育館）
◦８月11日（土）～13日（月）　夏の勤労協

大学（八ヶ岳美しの森）
◦８月18日（土）～19日（日）　自治労連第

29回定期大会・事前大会（神戸市）
◦８月20日（月）～22日（水）　自治労連第

29回定期大会（神戸市）
◦８月23日（木）　チアリングフェスタ

（扇町公園）
◦８月25日（土）～26日（日）　第53回日本

母親大会（東京）
◦９月１日（土）　第35回大阪労連定期大

会（エルおおさか）
◦９月１日（土）～２日（日）　第49回自治

体学校（横浜市）
◦９月６日（木）～７日（金）　第20回大阪

自治労連定期大会（シティプラザ大阪）
◦９月12日（水）～13日（木）　近畿ブロッ

ク軟式野球大会（万博記念公園野球場）

2007年７月～９月の
主な行事・とりくみ

全員集合

『我、自衛隊を愛す
故に、憲法９条を守る』
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６
月
29
日
、「
高
槻
市
役
所
九
条

の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
退
庁

後
の
結
成
会
場
に
は
高
槻
市
役
所
に

働
く
仲
間
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
集
ま
り
、

そ
の
数
20
数
人
。
高
槻
市
労
組
の
伊い

延の
べ

利
弘
委
員
長
が
、
結
成
に
あ
た
っ

て
「
憲
法
を
ま
も
る
運
動
は
、
国
民

投
票
法
の
成
立
で
新
た
な
状
況
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
高
槻
市

役
所
に
も
『
九
条
の
会
』
が
で
き

た
。『
九
条
の
会
』
の
ア
ピ
ー
ル
を

市
役
所
内
外
に
広
げ
て
、
こ
れ
か
ら

は
保
育
所
な
ど
職
種
や
職
域
ご
と
に

も
っ
と
広
げ
て
い
こ
う
。
退
職
者
に

も
声
を
か
け
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

結
成
会
で
は
、「
弁
護
士
九
条
の

会
」
の
西
晃
さ
ん
を
講
師
に
学
習

会
。
西
晃
さ
ん
は
「『
国
民
投
票

法
』
が
で
き
た
が
、
国
会
で
18
項
目

の
付
帯
決
議
が
さ
れ
た
よ
う
に
、
具

体
的
な
細
部
に
つ
い
て
は
定
ま
っ
て

い
な
い
部
分
が
多
い
。
国
民
投
票
運

動
の
自
由
を
確
保
さ
せ
る
こ
と
、
公

平
な
広
報
の
あ
り
か
た
、
改
正
項
目

別
の
投
票
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
私
た

ち
の
運
動
が
キ
メ
手
に
な
る
。」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

「
高
槻
市
役
所
九
条
の
会
」
で
は

今
後
、
市
役
所
の
内
外
に
「
九
条
の

会
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
く

こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
会
・
学
習
会

を
ひ
ら
い
て
い
く
こ
と
、
な
ど
を
申

し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

西　晃さん

伊延　利弘さん

現
役
も
退
職
者
も

い
っ
し
ょ
に
こ
の
旗
に

　1958年から始まった国民平和大行進。今年はちょうど50回
目。５月６日に東京を出発し、６月30日に奈良から大阪入り
した2007国民平和大行進は、柏原市、八尾市、東大阪市を行
進し、７月１日には南河内、７月２日には泉州路を「核兵器
を廃絶しよう」「原水爆禁止世界大会を成功させよう」と訴
えながら行進しました。雨が降り続いた７月４日には大阪市
内に入り、住吉区役所から大阪府庁、大阪市役所を通過し、
旭区役所まで行進しました。

　住吉区役所前での出発集会や大阪城公園教
育塔前、中之島公園でのミニ集会では「久間
前防衛大臣の原爆投下『しょうがない』発言
は許せない。任命した安倍首相の責任は重大
だ」の怒りの声が起こっていました。
　2007国民平和大行進は、北河内、北摂地域
を通過して、７月７日に、兵庫県川西市に引
き継がれました。

憲法を守る思いを
市役所の内外へ

　著者の３人は、箕輪登（元防衛政務次官）、小池清彦（元防衛庁
教育訓練局長）、竹岡勝美（元防衛庁官房長）という、防衛省の元
大幹部。本書の推薦人は加藤紘一（元防衛庁長官・ 元自民党幹事
長）という異色の本ですが、それぞれが、国民の命を守ろうとする
が故の憲法９条への熱い思いを語ります。また、24万部発行の自衛
隊機関紙『朝雲』にもこの本の宣伝広告が掲載されたことでも話題
になっています。いま進行している改憲策動は自衛隊を認めるため
ではなく、海外派兵が目的であること、日本は平和国家として世界
から尊敬の念を持たれていること、国防と自衛隊の名誉のためにも
改憲は認められないと主張しています。また、箕輪登さんは８期つ
とめた衆議院議員。自ら起こした「自衛隊イラク派兵差止め訴訟」
の裁判記録が掲載されています。

１歩２歩と
踏みしめて 50年

住吉区役所前での出発集会


